
レイリー比 θR が KMcR =θ と書ける理由 

光散乱の理論から出発しよう。入射光強度 0I と散乱光強度 I の間には次の関係がある。 
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レイリー比 θR の定義より 
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ただし、λは波長、 α∆ は過剰分極率、ν は単位体積中の分子数である。 
ここで電磁気学より 
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なので（ε ：溶液の光学的誘電率、 0ε ：溶媒の光学的誘電率） 
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ただし、 
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教科書 p. 114では光源に“自然光”を用いた場合が書いてあり、その場合、 
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濃度を分子数で割ったものは、分子量を

アボガドロ数で割ったものに等しい 



Zimmプロットの補足説明 
粒子散乱関数を考慮すると、 

cPMKR w ⋅⋅⋅= )(θθ  

なので、濃度 c=0の極限では、 
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散乱角θ=0（粒子散乱関数 P(θ)=1）では、濃度 cのべき級数になって、 
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二式を組み合わせると、
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Kc
が cとθ の二変数の関数として書ける。 
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ここで Q(θ)はθ のある関数である。 
θ =0と c=0の両極限において、 
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粒子散乱関数は要素 iと jの間の干渉効果の総和なので、 
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kが小さいときには近似的に、 
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と近似できる。 
したがって、 
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散乱ベクトル kとは、 
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ただし、kjと kiは波数ベクトルで 
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